
双子の取り違えは、演劇において古くから使われてきた技法の一つである。

それを使った喜劇、いわゆるComedyofQuiproQuoは、古代のギリシャ喜劇

に存在したようで、Menandros（c.344�292BC）をはじめとするギリシャの劇作

家たちが・・・・・・・（「双子」）という語を題にもつ喜劇を書いたことが記録に残っ

ている1。この事実だけをとっても、双子の取り違えが演劇というジャンルに

最初から馴染みやすい技法であったことが推測できるが、実際、その技法は次

の時代のPlautus（c.254�184BC）を代表とするローマ喜劇においても盛んに使

われつづけ、やがて、Shakespeare（1564�1616）においてその極まった姿をみ

せることになる。

本論では、双子の取り違えが劇の要として使われているシェイクスピアの

TheComedyofErrorsとその主な材源として使われているプラウトゥスの

Menaechmiを取り上げ、それぞれの最初の取り違えの場面を比較することによっ

て、前者における取り違えの技法の独創的な使い方の一端を明らかにしたい。

『間違いの喜劇』の場合、最初の取り違えは早くも第1幕第2場に現われ
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TheComedyofErrorsにおける

双子の取り違えの技法

依 田 義 丸

１ 『古代ローマ喜劇全集』第2巻（東京大学出版会、1976）、p.284参照。
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ている。材源の『メナエクムス兄弟』では、一度目の取り違えは、ようやく第

2幕、それも幕がはじまってしばらく経ってから使われていることと比較する

と、シェイクスピアがいかに少しの無駄なく、取り違えの場面を導入している

かがうかがえるが、それに至る劇展開を対比すると、その事実が一層浮き彫り

にされてくる。

『メナエクムス兄弟』では、プラウトゥスは、取り違えの趣向を劇展開に取

り込むための状況づくりに、第1幕全体を費やしている。具体的には、妻の

外衣を隣に住む愛人Erotiumのところに持って行こうとしたEpidamunusのメ

ナエクムス（以後メナエクムス（E））が食客Peniculusに感づかれ、結局、愛人

宅で二人で大騒ぎしようということになる。そこで、エロティウムの料理番

Cylindrusがそのためのご馳走をつくるために材料を買いに出される。この料

理番キュリンドルスが、第2幕第2場では、買い物帰りにSosicleのメナエク

ムス（以後メナエクムス（S））に出会うことで、最初の取り違えが起こることに

なるのだが、実際には、それに先立って第1場では、この町エピダムヌスが

油断のならない所であること（その事実がdamunus（「呪われた」をもじった町の名

前）自体にも示されている）を、メナエクムス（S）といっしょに登場した召使

で奴隷のMessenioが言わされている。
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namitaesthaechominumnatio:inEpidamnieis

voluptariiatquepotatoresmaxumi;

tumsycophantaeetpalpatoresplurumi

inurbehachabitant;tummeretricesmulieres

nusquamperhibenturblandioresgentium.

proptereahuicurbinomenEpidamnoinditumst,

quianemofermehucsinedamnodevortitur.

（II.i.258�264）
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２ プラウトゥスの『メナエクムス兄弟』からの引用は、LoebClassicalLibraryの

PLAUTUSIIによる。
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これは、劇作家が、すぐに取り違えに巻き込まれる、よそ者のメナエクムス

（S）や召使のメッセニオばかりでなく、同じ経験をするこの町の住人であるメ

ナエクムス（E）たちを、自分たちの出会う奇妙な（実際には取り違えの）状況

を奇妙だと感じながらも、それと関わりつづけるようにさせるための工夫であ

る。それは、観客との関連では、最後になるまで登場人物たちが自分たちを襲

う状況に対して一瞬でも取り違えの可能性に気づかないことに観客が不自然さ

を感じる事態を先取りして、劇作家が予め手を打っているということになろう。

その意味では、それは、双子の取り違えという人工的な技巧をこれから使いつ

づけるために、劇作家がわざわざしている前準備だと言えよう。プラウトゥス

が、取り違えの不自然さの処理を強く意識していたことは、第2場の取り違

えに当たっても、メッセニオを引きつづき舞台に残して、取り違えの状況に戸

惑うメナエクムス（S）にエピダムヌスの油断なさをもう一度思い出させるよ

うにさせていることでわかる。

結果として、この劇の最初の取り違えを、メナエクムス（S）はメッサニオと

二人で経験することになり、その状況の奇妙さを確認し合える存在をもつこと
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ここで見かけられる人たちは次のごとくです、エピダムヌスには

最悪の放蕩者と飲んだくれが［います］。

それから、多くのペテン師と詐欺師が

この町には住んでいます。それから、ここの娼婦よりも、

地上のどこへ行っても、誘惑上手な者はいないと言われています。

それで、この町がエピダムヌスという名前をもっているのです、

つまり、この町に来た者は損害をほとんど受けずにいられないからです。

MES.Dixintibiessehicsycophantasplurumos?

（II.ii.283）

メッセニオ。言わなかったでしょうか、ここには沢山の詐欺師がいると。
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になっている。そのために、状況へのメナエクムス（S）の戸惑いのインパク

トは単独で経験する場合に比べるとより中途半端な形にとどまっている。

取り違えの展開についても、もたつきが目立っている。取り違えは具体的に

は、エロティウムの料理番キュリンドロスが、町にやってきたばかりのメナエ

クムス（S）を主人の客としてくるメナエクムス（E）と間違えるというもの

である。しかし状況の仕組み方は巧みさに欠けている。メナエクムス（E）は

食客のペニクルスといっしょにくることになっているが、メナエクムス（S）

は召使のメッサニオと現われている。従って、キュリンドルスがメナエクムス

（S）をメナエクムス（E）と取り違えるようにできても、後者が食客以外の人

物と現われている事実を処理せざるをえないわけである。実際、プラウトゥス

は、キュリンドルスに食客の所在を聞かせることをさせている。

要するに、劇作家は、客としてくることになっている者たちと実際に現われた

者たちの二組のペアーが完全に重ねられない不備を、台詞で補っているわけで

ある。それだけ対話を無駄づかいしていると言えるが、同様の傾向は、これに

先行する対話にも認められる。
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Cyl. Vbiconvivaeceteri?

Men.S Quostuconvivasquaeris?

Cyl. Parasitumtuom.

Men.S Meumparasitum?Certehicinsanusthomo.

（II.ii.280�283）

キュリンドルス 他のお客はどこ［いるのですか］？

メナエクムス（S） どの客をあなたは探しているんだ？

キュリンドルス あなたの食客をです。

メナエクムス（S） 私の食客をだって？ 確かにこいつは正気じゃない。

Cyl. Beneopsonaviatqueexmeasententia,
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キュリンドルスがメナエクムス（S）にメナエクムス（E）だと思って、名

前で呼びかけているが、メナエクムス（S）は相手がだれなのか知らないと応

えている。この部分のやり取りで行われていることは要するに、一方が取り違

えをしていることと、他方がその取り違えに気づいていないということを、伝

えているわけである。言い換えると、ここで行われていることは、取り違いの

状況の中で、取り違えの事実を対話によっても観客に伝達しているということ

である。劇作家は、場面の状況の提示によってすでに観客に伝えられているこ

とを、台詞によって繰り返すという余分なことをしていることになる。考えて

みると、劇作家にそうした対話の無駄をさせている元々の原因は取り違えられ

る双子が一組しか使われていないということである。すなわち、互いによく似
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bonumanteponamprandiumpransoribus.

sedeccumMenaechmumvideo.Vaetergomeo,

priusiamconvivaeambulantanteostium,

quamegoopsonaturedeo.Adiboatquealloquar.

Menaechme,salve.

Men.S Diteamabuntquisquises.

Cyl.Quisquis quisegosim?

Men.S Nonherclevero.

（II.ii.273�280）

キュリンドルス 私の考えではよい買い物ができた。

客に立派な昼食が出せましょう。

おや、メナエクムス（E）さんが見えるぞ。俺の背中がかわいそうだ。

お客が戸口の前を歩いているとはな、

俺が買いだしから戻る前に。行って、話し掛けてみよう。

メナエクムスさん、こんにちは。

メナエクムス（S） 神々のお慈悲がありますように、あなたが誰であれ。

キュリンドルス あなたが誰ですって？ 私が［私以外の］誰だと言うん

ですか？

メナエクムス（S） やはや、ヘラクレスにかけて俺は知らないよ！
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た者が二人しかいないために、取り違えの場面は、その双子のどちらか一方が、

その人物を知らない他の人物と対話をするということにならざるをえない。そ

こには常に、後者は相手を知っていると思っているのに対して、前者は、相手

を知らないという状況が生じてくるわけであり、必然的に、すでに引用した対

話にみられたように、知っていると思っている人間から話し掛けられたもう一

人の人間が、相手を認識できないという台詞を何らかの形でいわざるをえなく

なるということである。そこには、取り違えという状況を壊しかねない可能性

が孕まれていることになる。このことを考えると、プラウトゥスがエピダムヌ

スの町の悪い評判を繰り返しペニクルスに言及させて、取り違えの状況に巻き

込まれた人物が取り違えの可能性に気づかない不自然さを執拗に回避しようと

したことも納得される。

シェイクスピアは、自らの劇作に取り違えを仕組む上で、こうした一組の双

子の問題点を認識していたと思われる。劇作家がした材源に加えた最大の変更

点は、双子の数を二組にするということだったからである。具体的には、兄弟

を探す旅の途中にエフェサスにやってきたシラキュースのアンティフォラス

（以後アンティフォラス（S））は召使のドローミオ（以後ドローミオ（S））を

連れているが、その町には二人は知らないアンティフォラス（以後アンティフォ

ラス（E））とその召使のドローミオ（ドローミオ（E））が住んでいて、二人

の主人と召使がそれぞれ双子だという設定になっている。このように双子を二

組にすることによって、シェイクスピアは、取り違えの場面づくりに、プラウ

トゥスのしたような双子のどちらか一方と、彼を知らない他の人物との組み合

わせに加えて、相互に知っている双子と相互に知らない双子同士の組み合わせ

を使うことが可能になり、より多様な場面展開が仕組めるようになったのであ

る。そのことを、『間違いの喜劇』の第1幕第2場における取り違えを例にし

て具体的にみてみよう。

劇作家は、二組の双子の取り違えを仕組むに当たって、それに至る展開にも、

取り違えを視野に入れた周到な準備からはじめている。

6
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IMERCHANT ThereforegiveoutyouareofEpidamnum

Lestthatyourgoodstoosoonbeconfiscate.

ThisverydayaSyracusianmerchant

Isapprehendedforarrivalhere,

And,notbeingabletobuyouthislife,

Accordingtothestatuteofthetown

Dieserethewearysunsetinthewest.

ThereisyourmoneythatIhadtokeep.

ANTIPHOLUSS.Go,hearittotheCentaur,wherewehost,

Andstaythere,Dromio,tillIcometothee.

Withinthishouritwillbedinner-time.

TillthatI・llviewthemannersofthetown,

Perusethetraders,gazeuponthebuildings,

Andthenreturnandsleepwithinmineinn;

ForwithlongtravelIamstiffandweary.

DROMIOS.Manyamanwouldtakeyouatyourword

Andgoindeed,havingsogoodamean.

ANTIPHOLUSS.Atrustyvillain,sir,thatveryoft,

WhenIamdullwithcareandmelancholy,

Lightensmyhumourwithhismerryjests.

（I.ii.1�21）
3

商人1 ですからあなたはエピダムヌムの出身だ言うのです

そうしないとあなたの持ち物は瞬く間に没収させますから。

今日もシラキュースの商人が

ここに来たという理由だけで捕らえられましたし、

命をあがなう身代金がはらえないので、

町の法令によって、

疲れた太陽が西に沈む前に処刑されることになっています。

ところで、これは私がおあずかりしたあなたのお金です。

アンチフォラス（S） これをもって、我々の宿のケンタウルスまで行って、

３ 『メナエクムス兄弟』からの引用は、ニュー・ケンブリッジ版による。
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商人1がアンティフォラス（S）に当地の人間であるような振りをするように

すすめ、その理由として触れている、「シュラキュースの商人」（Egeon）が捕

らえられ、身代金が払えなければ処刑されかねないという話は、すでに観客が

第1幕第1場でみせられたものである。劇作家は、前の場面の劇展開をそう

した形で要約して、観客に取り違えの場面をこれからみせるのに先立って、繰

り返し意識づけようとしているのである。実は、この悲劇的色合いを持った、

イージオンに処刑の危機が迫る話は、シェイクスピアが『間違いの喜劇』の枠

組をつくるために使ったもう一つの材源だと推測されるJohnGower（?1330�

1408）のConfessioAmantis（1390）から取られた中世ロマンスとの関連で劇作

家自身によって創られたものである。ガウアーの話では、父親が、生き別れに

なった妻と娘を探し出すというもので、妻はエフェサスの女神ダイアナの寺で

尼僧をしているという設定になっている4。劇作家は、取り違えの中心に置か

れたアンティフォラス兄弟の両親として、この父親とその妻を登場させ、妻の

8

そこにいるんだぞ、ドローミオ、俺が行くまでな。

一時間もしないうちに昼飯の時間になる。

その時まで、俺はこの町の様子を見たり、

商人たちを調べたり、建物を眺めたりしたあとで、

自分の宿に戻って一眠りするとしよう。

なにしろ、長い旅で疲れて体も硬くなったから。

さあ、さっさと行くんだ。

ドローミオ（S）多くの人間が、言葉通りに受け取りますよ、

そして、こんな大金をもったまま、行ってしまいますよ。

アンチフォラス（S）悪党ぶっていますが信用できるやつで、よく、

私が心配事で憂鬱になっていると

陽気な冗談で気持を明るくしてくれます。

４ GeoffreyBullough,NarrativeandDramaticSourcesofShakespeareVol.I（Routledge,

1957）,p.11参照。
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方は材源と同じ設定で第5幕にAemiliaという名前にして取り入れ、父親の方

は、身に処刑の危険が迫る状況に置いて、イージオンとして第1幕に登場さ

せたわけである。いずれにせよ、そうした深刻な内容をもつイージオンをめぐ

る話の展開を、観客は、最初の取り違えを前にみせられるのである。これに篭

められた劇作家の狙いは明かで、最初の取り違えばかりでなく、そのあとにつ

づく取り違えの連鎖が同じパターンの繰り返しから醸し出す笑劇的な底無しに

明るいはずの雰囲気に常に悲劇的なものへの傾きが秘められていることを観客

に意識させることである。結果として、『間違いの喜劇』では、双子の取り違

えの技法は、単純に笑いを誘う仕掛けとして、ときに単調さに流れやすい性質

を脱して、観客に緊張感をもって受け取られるものになっている。

後に、取り違えを引きたてる小道具として用いられる・money・（「金」）も、

商人1の台詞の最後の1行を無駄なく使って導入されているが、同じ「金」

はこの場面自体でも有効に機能して、アンティフォラス（S）がドローミオ

（S）に泊まる宿に先に行かせるきっかけとして役立っている。結果として、ド

ローミオ（S）は、すぐに退場することになっており、つづいて商人1が用事

のためにする退場と相俟って、アンティフォラス（S）を舞台に独り残すこと

に繋がっていく。この事実は、すぐあとに行われるアンティフォラス（S）と

ドローミオ（E）の間で行われる取り違えとの関連で考えると思いのほか重要

であることがわかる。すなわち、アンティフォラス（S）が独りで、奇妙な

（客観的にみると、取り違えの）状況を経験することになり、その状況の奇妙さ

を別の人間と確認することができないために、巻き込まれた状況に対して強く

混乱する結果となるからである。このことは、『メナエクムス兄弟』のすでに

みた部分では、メナエクムス（S）はメッセニオといっしょに取り違えを経験

することで当惑を抑えることができているだけではなく、トンチンカンなやり

取りをしているキュリンドルスを狂気だと決めつけるにつけても、その判断を

共有できていることで自分の心の平衡状態を保っていることと比べると納得さ

れるだろう。

9
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取り違えの場面自体についてみても、材源に比べて、劇展開が巧みである。

ドローミオ（E）の退場の仕方から吟味するために、それに先行するアンティ

フォラス（S）の台詞からつづけてみてみよう。

10

ANTIPHOLUSS.Hethatcommendsmetomineowncontent

CommendsmetothethingIcannotget.

Itotheworldamlikeadropofwater

Thatintheoceanseeksanotherdrop,

Who,fallingtheretofindhisfellowforth,

Unseen,inquisitive,confoundshimself.

SoI,tofindamotherandabrother,

Inquestofthemunhappy,losemyself.

［EnterDROMIOofEPHESUS］

Herecomesthealmanacofmytruedate.

Whatnow?Howchancethouartreturnedsosoon?

DROMIOE.Returnedsosoon?Ratherapproachedtoolate.

Thecaponburns,thepigfallsfromthespit.

Theclockhathstruckentwelveuponthebell;

Mymistressmadeitoneuponmycheek.

Sheissohotbecausethemeatiscold.

Themeatiscoldbecauseyoucomenothome.

Youcomenothomebecauseyouhavenostomach.

Youhavenostomach,havingbrokeyourfast.

Butwethatknowwhat・tistofastandpray

Arepenitentforyourdefaulttoday.

（I.ii.33�52）

アンティフォラス（S） あの人（商人1）は存分に楽しめと言うが、

俺がほんとうに楽しみたいものは手に入らない。

俺は世界にとっては一滴の水のようなもので、

それが大洋で別の一滴を探している、

自分の仲間を探そうとそこに落ちたが、
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まず、ドローミオ（E）の登場は、ほんの少し前に退場したばかりのドローミ

オ（S）がいかにも戻ってきたようなタイミングになっている。また、常識的

に判断して、実際の舞台では、後者が退場した方の舞台の袖から前者も登場す

ることになるだろうから、同一人が行って帰ってきたというような印象は一層

強く観客に与えられるはずである。こうした印象に支えられているので、アン

ティフォラス（S）が、予想外に早く自分の召使が戻ってきたと思って、その

驚きを口にしている台詞は、観客にも自然なものとして受け取られると考えら

れる。すでにみたプラウトゥスの場合に比べて、取り違えの舞台への導入の仕

方に関して、無理な人為性を観客に感じさせないものになっている。注意して

おくべきことは、こうした観客の印象は、登場人物たちにも共有されていると

いうことである。この事実と、出会っている二人が、それぞれ双子の一方だと

いうことから、どちらにも人違いの可能性が意識されることが全くないように
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知られもせずに探すうち、回りの水と混じってしまう。

そんな風に、俺は、母と兄弟を見つけようとするが、

二人を探すうちに、不幸にも自分を失ってしまう。

エフェサスのドローミオ登場。

同じ日に生まれたやつがやってきた。

どういうことだ？ どうしてそんなに早く戻ってきたんだ？

ドローミオ（E） そんなに早く戻ってきた、ですって。遅いぐらいです。

鶏肉は焼けすぎ、豚は焼き串から落ちる始末。

時計が鐘を12回打ちましたし、

おかみさんが私の頬を1回打ちました。

おかみさんが熱くなるのは、肉が冷たくなるせい。

肉が冷たくなるのは、あんたが家に帰らないせい。

あんたが家に帰らないのは、あんたの腹が空かないせい。

あんたの腹が空かないのは、断食をやぶったせい。

でも、断食して祈ることを知っているあたしたちは、

今日のあんたの罪で罰をこうむることになる。
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なっている。アンティフォラス（S）であれ、登場したドローミオ（E）であ

れ、前者は後者を、自分の召使のドローミオ（S）であり、後者は前者を、自

分の主人のアンティフォラス（E）であること信じて少しも疑っていない。言

うまでもなく、取り違えの場面で、対話している二人がこのように両者とも双

子の一方であり、互いに取り違え合っているという状況を可能にしているのは、

劇に登場する双子の数を二組にしようという劇作家の着想であるが、注意すべ

きは、結果として登場している二人共が、双子を一組しかもたないプラウトゥ

スの場合に認められたように、相手を自分が認識できないという台詞を何らか

の形で対話の中で述べるという必要がなくなっているという事実である。そし

てそのことは、取り違えの状況のなかで取り違えを繰り返し言葉で表現すると

いう『メナエクムス兄弟』にみられた無駄を対話から省き、取り違えの状況の

なかでより自由に言葉を二人の人物にやり取りさせることを可能にしている。

このことと、既に調べた無理のない登場のさせ方とが一体になって、時計の鐘

の音に頬を打つ音がかぶせられた冗談と前行からの連続感を強調した修辞を含

んだドローミオ（E）の滑稽な言葉による受け応えを引き出していると言える。

そして、その実際にはトンチンカンなドローミオの滑稽な言葉を、何より相手

のアンティフォラス（S）が不自然さを感じることなく聞いていると観客に感

じさせるのは、劇作家が予めしている準備のおかげなのである。その準備とは、

先行する場面で託された大金をもって逃げかねないという悪い冗談を言ってド

ローミオ（S）が退場したあとに、アンティフォラス（S）に召使の性格に触れ

させ、自分が物思いに沈んでいると、気分を陽気にしてくれると言わせている

のがそれである。問題にしてきた場面では、ドローミオ（E）が登場する前に、

アンティフォラス（S）はその独白で、離れ離れになっている母親や兄弟を捜

す可能性のなさを思って落ち込んでおり、その意味では、登場したドローミオ

（E）によって言われる冗談は事実上落ち込んでいるアンティフォラス（S）を

陽気にしようとする努力になっている。すなわち、ドローミオ（E）の冗談は、

表面上は、アンティフォラス（S）がドローミオ（S）の性格を描くのに例とし

12
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て出していた行動を実践しているようにみえる5のであり、そのことによって、

アンティフォラス（S）は登場したドローミオ（E）を自分の召使のドローミ

オ（S）だと思い込むのも不思議ではない、と観客は考えられることになるわ

けである。

取り違えという状況を台詞で反復的に繰り返す必要がなくなった対話は、つ

づくやり取りにおいても、自在な展開を示している。

13

ANTIPHOLUSS.Stopinyourwind,sir.Tellmethis,Ipray:

WherehaveyouleftthemoneythatIgaveyou?

DROMIOE.O,sixpencethatIhado・Wednesdaylast

Topaythesaddlerformymistress・crupper.

Thesaddlerhadit,sir.Ikeptitnot.

ANTIPHOLUSS.Iamnotinasportivehumournow.

Tellme,anddallynot:whereisthemoney?

Webeingstrangershere,howdar・stthoutrust

Sogreatachargefromthineowncustody?

DROMIOE.Iprayyou,jest,sir,asyousitatdinner.

Ifrommymistresscometoyouinpost.

IfIreturnIshallbepostindeed,

Forshewillscouryourfaultuponmypate.

Methinksyourmaw,likemine,shouldbeyourclock

Andstrikeyouhomewithoutamessenger.

ANTIPHOLUSS.Come,Dromio,come,thesejestsareoutofseason.

Reservethemtillamerrierhourthanthis.

WhereisthegoldIgaveinchargetothee?

DROMIOE.Tome,sir?Why,yougavenogoldtome.

ANTIPHOLUSS.Comeon,sir,knave,havedoneyourfoolishness,

Andtellmehowthouhastdisposedtheycharge.

５ HaroldBrooks,・ThemesandStructureinTheComedyofErrors,・EarlyShakespeare,

Stratford-upon-AvonStudies3（EdwardArnoldLtd,1961）,p.57参照。
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DROMIOE.Mychargewasbuttofetchyoufromthemart

Hometoyourhouse,thePhoenix,sir,todinner.

Mymistressandhersisterstaysforyou.

ANTIPHOLUSS.Now,asIamaChristian,answerme

Inwhatsafeplaceyouhavebestowedmymoney,

OrIshallbreakthatmerrysconceofyours

ThatstandsontrickswhenIamundisposed.

Whereisthethousandmarksthouhadstofme?

DROMIOE.Ihavesomemarksofyoursuponmypate,

Someofmymistress・marksuponmyshoulders,

Butnotathousandmarksbetweenyouboth.

IfIshouldpayyourworshipthoseagain,

Perchanceyouwillnotbearthempatiently.

ASNTIPHOLUSS.Thymistress・marks?Whatmistress,slave,hastthou?

DROMIOE.Yourworship・swife,mymistressatthePhoenix;

Shethatdothfasttillyoucomehometodinner,

Andpraysthatyouwillhieyouhometodinner.

ANTIPHOLUSS.What,wiltthoufloutmethusuntomyface?

Beingforbid?There,takeyouthat,sirknave.

［HebeatsDromio］

DROMIOE.Whatmeanyou,sir?ForGod・ssakeholdyourhands.

Nay,anyouwillnot,sir,I・lltakemyheels. Exit

（I.ii.53�94）

アンティフォラス（S） ばかなおしゃべりはやめろ。言うんだ、

おまえに渡した金は、どこに置いてきだのだ？

ドローミオ（E） ああ、私が水曜日にもらった六ペンスですね、

おかみさんのしりがいのために馬具屋に払う。

馬具屋がもっていますよ、私はもっていません。

アンティフォラス（S） 俺は今冗談を聞く気分じゃない。

言うんだ、ぐずぐずするな、金はどこにあるんだ？

俺たちはここではよそ者だから、あんな大金を

人に預けるのは得策じゃないだろう。
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ドローミオ（E） 冗談は、昼食についたときに、願いますよ。

私はおかみさんのもとから、あなたのもとへ大急ぎできたんですよ。

もし私が戻るなら私は文字通り飲み屋の側柱になりますし、

おかみさんが私の頭をたたきます。

思うに、あなたの胃袋が、私のそれのように、時計になって、

使いの者がこなくても、家に帰らせるはずです。

アンティフォラス（S） さあ、ドローミオ、冗談を言うときじゃない。

冗談は、今よりもっと陽気なときまで取っておけ。

おまえに俺が託した金はどこなんだ？

ドローミオ（E） 私に託したですって？ 私に金は託しませんでしたよ。

アンティフォラス（S） さあ、おまえ、ばかを言うのはもうやめろ、

言いつけたことをやったのか。

ドローミオ（E） 言いつけられたのは、あなたを連れかえることです、

家、つまりフェニックス屋敷に、昼食に。

おかみさんと妹さんがあなたを待っています。

アンティフォラス（S） おい、確かに返事するんだ、

どの安全な所に俺の金を預けたんだ？

さもないと、おまえの陽気な頭をこわしてしまうぞ、

俺がその気でないときにふざけていると。

俺から受け取った千マルクはどこにあるんだ？

ドローミオ（E） 私の頭にはあなたに打たれた痕（marks）があり、

肩にはおかみさんにぶたれた痕がある、

でも両方合わせても千にはなりません。

私があなたにその痕を返したとしても、

たぶんあなたもそれをじっと我慢はしないでしょう。

アンティフォラス（S） おまえのおかみさん？ おい、どのおかみさんだ？

ドローミオ（E） フェニックス屋敷のあなたの妻、私のおかみさんです。

おかみさんはあなたが帰るまで食事ができず、

あなとが昼食に急いで帰るのを願っています。

アンティフォラス（S） おまえはまだ俺をこんなに馬鹿にするのか、

やめろと言うのに？それじゃ、これを食らえ？

［ドローミオをたたく］
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この部分のやり取りで目立つのは、対話が取り違えの状況と関連させて行われ

ているようにみえて、実際のところは、それとは独立的に展開されているとい

うことである。なるほど、劇作家はアンティフォラス（S）に預けた「金」の

ことを4度も訊ねさせているが、その質問自体よりも、質問の繰り返しの方

に意味を見出しているように思われる。すなわち、「金」についての繰り返さ

れた質問は、表面的には、問題の「金」がどこにあるのか答えない相手への苛

立ちを伝えているが、実際には、それはドローミオ（E）の巧みな言葉表現を

引き出す誘い水として機能している。それが証拠に、「金」についての質問が

ドローミオ（E）に引き起こし取り違えの状況づくりに力をかすと思われる可

能性がある当惑は、彼が以前にもらった金のことだと思いこむようにすること

で、はじめに抑えこまれている。従って、それにつづく「金」についての質問

は、質問自体としては効力を失っていることになる。

「金」についての質問以外にも、対話の調子をとっているものがある。それ

は、アンティフォラス（S）が6回（53,58,68,72,80,91）繰り返し使わされて

いる（その傾向を強調するように、ドローミオ（E）も1回（62）使わされている）、

相手の言っているのが冗談だと判断する言葉である。これは、すでにみたアン

ティフォラス（S）によるドローミオ（S）の主人の気分を陽気にさせようとす

る性格についての説明を通じて劇作家がしていた前準備によって、抵抗なしに

観客には聞かれることになるはずである。

こうしたリズムをとる台詞に乗せられ、実質的に対話を支えているのが、言

うまでもなく、ドローミオ（S）の言葉遊びを中心とする修辞である。たとえ

ば、今言葉遊びだけをみても、・inpost・（63）、・post・（64）にそれぞれ・inpost-

haste（「大急ぎで」）・と・door-post（勘定がつけられる飲み屋の側柱）・の意味が篭め

られているし、・disposed・（73）と・charge・（73,74）には、前者に・diposedof・
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ドローミオ（E） どういうことです？ お願いだから、やめてください。

あなたがやめないのなら、こっちは足にものを言わせるまでだ。
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・diposited・の二つの意味が、後者には、「託された金」「言いつけられた事」の

二つの意味が与えられている。また、・marks・（81）は「マルク（貨幣の単位）」

を、・marks・（82,83）は「痕」の意味で使われている。更に、・pay・（85）に

は、「支払い戻す」と・beat,flog（「ムチ打つ」）・の二つの意味が重ねられている6。

これらが象徴するドローミオ（E）の巧みな言葉表現とそれを引き出すアンティ

フォラス（S）の合いの手的な台詞の絶妙な掛け合いが、この部分の対話の実

体である。観客は、場面の枠組としての取り違えの状況を常に意識させられな

がらも、この二人の滑稽な言葉のやり取りに魅了されることになる。まさにそ

れ故に、ときに取り違えの状況を露見させかねない台詞（・Webeingstrangers

here,...・（60）,・Whatmistress,slave,hastthou?・（87））が挿入されていても、観客

には、その可能性が意識されることもないのだと考えられる。そして、取り違

えの状況とは独立的に、対話がそれ自身の魅力で長く観客の心を楽しませれば

楽しませるほど、対話の表面的な意味の層では、託した自分の「金」について

の質問に、まともに答えない相手に対するアンティフォラス（S）の苛立ちが、

観客に余計に強く伝えられもすることになる。その動きを吸収して対話を結び

に向かわせているのが、先行する対話自体の中で言及されていた主人アンティ

フォラス（E）の日常的行動に重なることで、叩かれている本人にも観客にも

自然に受け取られるようにされている、アンティフォラス（S）によるドロー

ミオ（E）への打ちゃくである。

第1の取り違えは、このあとアンティフォラス（S）の独白を言うことで終

えられている。「金」についての質問についに答えることなくドローミオ（E）

（本人はドローミオ（S）と思っているわけだが）が逃げ出した理由を推測したあと、

アンティフォラス（S）はこの町エフェサスの悪い評判を思い出している。

17

６ T.S.Dorsch（ed.）,TheComedyofErrors（CambridgeUP,1988）,pp.50�51脚注参

照。
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一見これは、『メナエクムス兄弟』で使われていたエピダムヌスの悪い評判へ

の言及に似ているように思われるかもしれない。しかしよく吟味すると、二つ

の劇では町の悪い評判の使い方には大きな違いがあることがわかる。それは、

『メナエクムス兄弟』では、取り違えの状況の中でそれに巻き込まれた人物た

ちがその事実に気づかない不自然さをカバーするために使われていた。

これに対して、シェイクスピアは町の危なげなさへの言及を取り違えとは無

関係に提示している。つまり、みてきたように、対話はそれ自体自立した存在
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Uponmylife,bysomedeviceorother

Thevillainiso・er-raughtofallmymoney.

Theysaythistownisfullofcozenage,

Asnimblejugglersthatdeceivetheeye,

Dark-workingsorcerersthatchangethemind,

Soul-killingwitchesthatdeformthebody,

Disguisedcheaters,pratingmountebanks,

Andmanysuchlikelibertiesofsin.

Ifitproveso,Iwillbegonethesooner.

I・lltotheCentaurtogoseekthisslave.

Igreatlyfearmymoneyisnotsafe. Exit

（I.ii.95�105）

きっと、あいつは何かはかられて

いっぱい食わされて俺の金すべてを失ったのだ。

この町では人がよく騙まされるということで、

目をあざむくすばしっこい詐欺師、

心をまどわせる妖術師、

体を醜くする魂をだめにする魔女、

変装したペテン師、言葉巧みな藪医者、

それにそうした多くの悪徳の人間がいるという。

それがほんとうなら、一刻も早く出るほうがよい。

宿のケンタウルスへ行ってあいつを探そう。

とても心配だ、俺の金が安全でないかもしれない。
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として取り違えとは独立してありえたために、劇作家はここで取り違えとの関

連で、町の悪い評判を使う必要がなくなったわけである。具体的には、アンティ

フォラス（S）は、召使が「金」のことを答えずに退場した理由として、取り

違えに無関係に、それを誰かに盗まれたためだろうというきわめて常識的な判

断をしているにすぎず、その判断の根拠として自分が聞いたことのあるエフェ

サスの危険さを思い出しているにすぎないのである。この事実もまた、二組の

双子を採用した『間違いの喜劇』で可能になった取り違えのパターンを使った

場面における、対話と状況の関係を象徴的に示していると言えよう。

シェイクスピアは、材源で一組だった双子を『間違いの喜劇』では二組に増

やしたことはよく知られたことである。しかしこれまでは、ややもするとその

ことによって可能になった取り違えの数の増加に注意が向けられてきたきらい

がある。問題にすべきは、可能になった取り違えの数ではなく、むしろその質

である。更には、取り違えの質の変化が、対話や場面展開にどのような有利さ

を与え、それを利用して劇作家が自らの独自性を発揮しているかを問題にしな

ければならない。これまで明らかにしてきたように、双子が一組である『メナ

エクムス兄弟』の場合は、取り違えの場面に使えるのは双子の一方と彼を知ら

ない他の人物の組み合わせだけであるのに対して、双子を二組にした『間違い

の喜劇』の場合は、新たに、共に双子である主人と召使の、一方の主人と他方

の主人の召使という双子同士の組み合わせが可能になった。双子同士の組み合

わせでは、当然、相手を自分が知っている者だと思い込んで互いにやり取りが

できるので、一組の双子の場合のように、一方が他方を認識できないという事

実を対話に盛り込む必要がなくなる。このことは、劇作家が不自然な対話を提

示することを不必要にしている。言い換えると、劇作家は、取り違えの状況を

対話の中で繰り返し取り扱うわずらわしさから開放されたわけであり、取り違

えとはいわば独立して対話を仕組む幅広い自由度を獲得したことになる。とき

に取り違えに関わる台詞があるとしても、それは対話の周辺的な部分にすぎず、

あくまで対話の中心はその自立的な世界にある。従って、対話はそれ自体のイ
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ンパクトが問われることになるとも言える。劇作家の対話構成の実力が問われ

るこの環境のなかで、シェイクスピアはその独自の言葉の魔術を発揮すること

ができたといえる。その意味では、シェイクスピアの場合、観客が見せられる

のは、単なる取り違えではなく、取り違えの状況の中で展開される登場人物た

ちの劇的なやり取りそのものなのである。
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